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分散型キャッシュバックサービス 

投資リスクなく暗号資産がもらえる、増える、使える 
まったく新しい「おトク」な価値を提供し 

可処分所得を最大化します 
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DISCLAIMER 

本ホワイトペーパーは、提案の製品、サービス、およびトークンエコシステムの概要を説明する
ためのものです。法的、財務的、その他いかなる助言から構成されるものではありません。お客
さま自身にて専門の法的、財務的、また税務的助言を求められることをお勧めします。 

このホワイトペーパーは、情報提供のみを目的としています。 

Makers Farm Pte. Ltd.（以下「当社」）およびその関連会社、取締役、代理人、従業員、供給者なら
びにライセンサーは、本ホワイトペーパーの使用あるいは使用不可から生じる投資、収益、データ
の損失（有形・無形問わない）において、間接的な、偶発的な、特別な、また結果的に関連する場
合において適用法が容認する範囲で一切の責任を負わないものといたします。 

本ホワイトペーパーは、販売の申し出や購入申込への勧誘が違法となる法的管轄において、あるい
はそれらを行うことが違法となる者に対して、販売の申し出ならびに購入の勧誘をすることを目的
としていません。任意のトークンの購入、使用、販売、転送において、該当の管轄内で合法である
か確認し判断することは購入者の責任といたします。また、すべての関連管轄区域においてクラウ
ドセールへ参加することや、販売引渡、購入、受領、保有、使用、販売に伴う潜在的な税金の影響
においての判断・査定は購入者の責任となります。トークンの購入、受取り、保有、取引を検討さ
れる場合は、措置を講じる前に独立した第三者専門家の意見を参考にするようにしてください。 

管轄区域の多くは、トークンおよび分散型台帳テクノロジーの規制状況が不明確である、あるいは
定義が定められていません。 COINCOMEプラットフォーム（以下「プラットフォーム」）や CIM

トークン（以下「トークン」、「CIM」）のようなテクノロジーおよびアプリケーションに関して、
規制当局が既存の規制をどのように適用できるかを予測するのは困難です。プラットフォームや
CIM トークンを含む分散型台帳テクノロジーとそのアプリケーションに影響を与える法律や規制
の改変を、立法機関や規制機関が実施するか否か、どのように実施されるかを予測することも同様
に困難です。説明のみを目的として CIMの購入、販売、および配信が違法行為である、トークンの
配信が違法である、あるいはトークンが購入、販売、配信における関係者の使用許諾（登録、ライ
センス）の一部あるいは全てを要する規制手段であると判断されるなど、規制行為は様々な形でプ
ラットフォームに悪影響を及ぼす可能性があります。プラットフォームは、規制行為や法律・規制
の改変により、そのような管轄内で事業を行うことが違法になる、またはそのような管轄内で事業
を行うために必要な規制上の承認を得ることが商業上望ましくない場合、管轄内の事業を停止する
ことがあります。 

ホワイトペーパーは商取引の正確性、信頼性、完全性から生じる、あるいはそれに関連した保証・
法的責任を負うものではなく、当社をはじめ取締役、役員、従業員、および関連会社を拘束するも
のではありません。 
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“未来志向の財務情報”を含む”将来の見通しに係る情報”は、将来の業績を保証するものではありま
せん。そのため全面的に依拠することはお控えください。またこうした将来の見通しに関する記述
は、既知の、あるいは未知のリスクや不確実性を必然的に含んでおり、実際の業績は見通しと大き
く異なる結果となる可能性があります。経営者の見積りや意見、あるいは状況に変化がある場合で
も、当社は将来予測に関する記述を更新する義務を負うものではありません。 

ホワイトペーパーは更新・変更される可能性があり、最新版のホワイトペーパーは以前のバージョ
ンよりも優先されます。当社は、変更の事実または内容について通知する義務を負うものではあり
ません。ホワイトペーパーは日本語以外の言語にも翻訳される場合があります。日本語版と外国語
版との間に抵触または矛盾が生じた場合は、日本語版の文書を優先するものとします。このホワイ
トペーパーの提供やそれに基づく販売は、いかなる場合でも、その日付以降に当社の業務に変更が
ないことを示すものではありません。本ホワイトペーパーは、当社がその内容を実現において約束
する趣旨のものではなく、新しい情報や知識を得ることにより、ロードマップに沿ってその計画や
状況が変わる可能性があります。 

CIMトークンはイーサリアムプロトコルを基とするため、イーサリアムプロトコルの誤動作、故障、
放棄が CIMトークンに重大な悪影響を及ぼす可能性があります。さらに、先進の暗号化や技術進歩
がイーサリアムプロトコルを支える暗号化コンセンサスメカニズムを無効にすることで、CIMトー
クンおよびプラットフォームにリスクをもたらす可能性があります。 イーサリアムプロトコルに
基づく他の分散型暗号トークンと同様に、CIM トークンはイーサリアムブロックチェーン上の
COINCOME トランザクションを検証する過程において、ダプルスペント（二重払い）攻撃、マジ
ョリティマイニングパワー攻撃、セルフィッシュマイニング攻撃を含め（またこれに限らない）マ
イナーによる攻撃の影響を受けやすいといえます。攻撃が成功すると CIM トークンに関わるトラ
ンザクションの正確な実行や記録など、またこれに限らず、プラットフォームおよび CIMトークン
にリスクが発生する要因となります。 

本ホワイトペーパーの一部または全部を複製することはできません。また記載のある株式投資以外
の目的で、このホワイトペーパーを使用することは禁止されています。 
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GLOSSARIES 
 
COINCOME（コインカム） 

当プロジェクトが提供するキャッシュバックサービス。COINCOMEのサイト上に掲載されている提携先マーチャ
ントへ COINCOMEを経由してそれぞれに指定されたアクションをすると CIMが付与される。 

CIM（シム） 

COINCOME上で付与される ERC-20規格の独自トークン。COINCOMEのサービス上ではポイントとなってお
り、ウォレットに移行する際に時価レートで換算された CIMトークンとなる。 

キャッシュバックサービス 

キャッシュバックサイトとも呼称される。日本国内では一般的にポイントサイト・ポイントメディア・ポイントモ
ールまたはリワードサイト、リベートサイトという名称が用いられる。 

マーチャント 

COINCOMEのタイアップパートナーの総称。COINCOMEからの送客に対して広告費を支払うショップ、ブラン
ド、サービスを提供する広告主を指す。 

アクション 

COINCOME上で CIMを獲得するための条件を満たす行為の総称。特定のショップで商品を購入する、サービスの
アカウント登録をする、など。対象によって条件が異なる。 
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INTRODUCTION 

私たち COINCOMEプロジェクトのボードメンバーは、それぞれこれまで日本のインターネット
企業でキャリアを重ねてまいりました。幸いにも同僚、パートナー企業、顧客、株主のみなさ
ま、そして時代に恵まれ、ベンチャー企業の成長期、そして株式市場への上場をボードメンバー
として経験、または上場企業のグループ会社代表や役員を歴任させていただき、世の中に価値の
あるサービスを提供してまいりました。 

この COINCOMEの CEO、Founderである金光は 2011年から、そして CFOの東本は 2010年か
ら日本最大級、会員数 1,000万人を超えるキャッシュバックサービス「Gendama」を提供する株
式会社リアルワールドにて共にそれぞれ事業責任者、財務責任者としてその事業規模の拡大に尽
力してまいりました。 

私たちは当時、通常のキャッシュバックサービスにはない、後にクラウドソーシングと呼ばれ
る、パソコンやスマートフォンがあればいつでも、どこでも、誰でもできる、簡単なアンケート
への回答、文章のライティングやデータ入力、チェック作業などの作業を行うだけで報酬を得ら
れるコンテンツを提供し、ユーザーへ新たな「稼ぎ方」を提供したことも奏功し、事業は大きく
成長、2014年 9月に東京証券取引所マザーズへの上場を実現いたしました。 

キャッシュバックサービスはそのユーザーが手軽に日常の生活の中でリワードを得ることがで
き、同時にマーチャントのサービスへ多くのアクティブなユーザーを送客することができる素晴
らしいビジネスモデルであり、世界中で成長を続ける Eコマース市場、ならびにデジタルマーケ
ティング市場とともに成長しつづけています。 

一方で、より多くの人に認知・利用してもらい、さらに飛躍的に拡大していくために解決しなく
てはならない構造的な課題も抱えています。 

当ホワイトペーパーでその詳細を解説してまいりますが、それらの課題を解決するための手段と
して、私たちは独自のトークンである CIM（シム）、その CIMが日常の生活の中で得られるよう
になる分散型キャッシュバックサービスである COINCOME、そして COINCOMEの基盤である独
自のトークンエクスチェンジシステム、台帳管理システム、トラッキングシステムをそれぞれ
DAppsとして構築し、広く世界中に展開してまいります。 

トラッキングシステムの構造、および機能はデジタルマーケティングの分野でも世界中で一般的
に利用されているものと同一であり、同じく構造的な問題に起因する課題を抱えています。 

このトラッキングシステムを 15年以上にわたり開発し、日本の上場企業である大手デジタルマー
ケティングエージェンシー企業のグループ会社代表を努めてきたメンバーおよびスタジオが開発
を担当しています。 
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Token Exchange

Ledger Management

Tracking

Distributed Cashback service

Token

Crypto

Adver=sing business

独自のトラッキングシステムは現在行っているプライベートチェーン上での実証実験を経て、オ
ープンソースとして広く世界中に展開します。その上でこのトラッキングシステムを軸としたコ
ンソーシアムを世界中のデジタルマーケティング企業と構築することを視野に入れております。 

このように当プロジェクトはボードメンバーがそれぞれ市場における確かな経験と実績を有して
おり、従来から存在しているビジネスモデルをベースとして、全世界規模で成長が続く市場にお
けるさらなる飛躍を目指したものとなります。また、2019年 5月より日本、およびシンガポール
にてオープンベータ版の実サービスを提供しており、すでにタイアップパートナーは世界的に著
名なショップ、ブランド、サービス、企業を中心に全世界で 800社以上にのぼり、その事業の成
功および成長確度は極めて高いと自負しております。 
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VISION AND MISSION 

私たちが思い描くビジョンは人々の暮らしが豊かに、心身ともにゆとりある人生を送り、世界と
世代が未来永劫繋がっていく世界です。 

この普遍、不朽なビジョンを実現するための私たちのミッションは国や地域、人種、性別、宗
教、または職業、所得、嗜好による格差なく、世界中の人々へ日常の生活に密接な「おトク」を
得られる方法を見つけ、提案、提供し、可処分所得を最大化させることです。 

私たちはこのミッションを遂行することにフォーカスして当プロジェクトを遂行してまいりま
す。 

まずは私たちプロジェクトメンバーがこれまで経験してきた領域、分野、業界に紐づくキャッシ
ュバックサービスの展開に注力し、経済圏の拡大を確実に実現しながら前述のミッションに即し
たさまざまなサービスを提供してまいります。 
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MARKET OVERVIEW 

COINCOMEが分類される、あるいは関連する市場は以下の 3つとなります。 

E コマース市場 

世界の Eコマース市場は、継続的に成長予測を上回る拡大を続けています。 

2014年の 1兆 3000億米ドルから 2021年には 4兆 9000万米ドルと引き続き大きな成長が予想
されています。 

先進国はもちろん、近年では発展途上国のリアル店舗運営企業は引き続き続々と商品販売の活動
をデジタル化しており、Eコーマス市場の成長の勢いは減速の兆しがありません。(*1)(*2)  

 

キャッシュバック市場 

キャッシュバック、クーポン、およびリワードの市場は主に日本、米国および英国で Eコマース
市場とともに成長し、2015年にはすでに全世界で約 1000億米ドル規模の市場を形成していま
す。  

市場は年率 20％以上の成長を続けており、Eコマースユーザーの 64％がキャッシュバックまたは
クーポンの形でリベートを獲得しています。 

また、Eコマースユーザーの 71％がより良い条件のキャッシュバックを望んでおり、リベート、
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クーポンとキャッシュバックのオファーを組み合わせることができれば、50％近くの買い物客が
商品を購入する可能性が高くなるという調査結果もあります。(*3) (*4) 

 

デジタルマーケティング市場 

世界のデジタルマーケティングの成長率は、2018年に 13.8%、2019年に 12.0%、2020 年に 

10.8%と、二桁成長が続く見通しです。 

2018 年には世界の総広告費に占めるデジタルマーケティングの割合は 38.5%、約 2,400億米ド
ルとなり、初めてテレビ広告費の 35.4%を上回ることになり、その割合は 2019 年には 41.4%、
2020 年には 43.8%とさらに伸長していく見通しです。 

なお、予測対象の 59カ国・地域のうち、2019年には世界最大の広告市場である米国をはじめと
する 26 カ国・地域で、デジタルが媒体別広告費の構成比でトップになると予測しています。(*5)  
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PROBLEM AND OPPORTUNITY 

キャッシュバックサービスにおける課題と機会 

キャッシュバックサービスの市場規模は 2015年にはすでに世界中で約 1,000億米ドルにのぼり、
Eコマース市場の成長を牽引してきました。 

現在、Eコマースユーザーの 64%がキャッシュバックやクーポンなどのリベーツを利用していま
す。しかし、それだけ堅調に推移しているにも関わらずキャッシュバックサービスは致命的な課
題を抱えています。 

1つ目は 71%のユーザーからキャッシュバックレートが低いと不満を持たれていること。 

2つ目はそのキャッシュバック自体がされないことが最大 10%以上発生していることです。(*6)キ
ャッシュバックサイトはユーザーがキャッシュバック対象条件を満たしたかどうかを Cookieでト
ラッキングし判別していますが、Cookieの性質上の問題からデータの不一致やロスが発生するこ
とが多く、その結果、精度が低くなることに起因しています。 

そのためキャッシュバックサービスはその利用価値を正しく提供できていないのです。 

COINCOMEは CIMを誰でも投資を必要とせず、日常の暮らしの中で獲得できるウェブサービス
です。 

日本最大級、1,000万人の会員を保有するキャッシュバックサイトの運営会社 REALWORLD 

(TYO: 3691) で培った運営ノウハウと COINCOME独自のマネタイズメソッドを用いて他のキャッ
シュバックサイトよりも月平均 5倍のキャッシュバックを実現することを目指しています。 

さらにさまざまなボーナスや特典が提供されるので、ユーザーの日々の生活がどんどん、お得に
便利に豊かになっていきます。 

そして、COINCOMEのキャッシュバックサービスの機能を DAppsとして広く展開します。これ
によって他通貨にも対応、どんな通貨でもキャッシュバックサービスを提供できるようになりま
す。 

デジタルマーケティングにおける課題と機会 

上述の Cookieの問題は約 2,400億米ドル もの巨大なデジタルマーケティング市場にもそのまま
当てはまります。デジタルマーケティングも Cookieに依存した効果計測により成り立っているの
です。(*5) 

しかしその手法ではデータの意図的な差異、予期しない構造変化を引き起こしやすく、世界中で
最大 20%にもなるアドフラウドの原因にもなっています。 

それを象徴するショッキングな出来事として、世界有数の一般消費財メーカーの 2社である P&G

社が 41％、Unilever社が 59％デジタル広告費を削減したことを 2017年に発表したことは有名で
す。(*6) 

さらに Cookieによるトラッキングが個人情報保護の観点から Apple社によって厳しく排除された
り、GDPRの問題から近年益々難しくなってきました。 
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したがって Cookieに依存したトラッキングそのものを見直し、デジタルマーケティングそのもの
を再定義する必要があります。 

私たちは独自のブロックチェーン基盤を用いたトラッキングシステムを開発しています。 

Cookieによる取得情報とトランザクション ID （TxID)による取得情報をブロックチェーンネット
ワークに保存し照合することで成果データ取得における精度を向上し、高い信頼性を確立しま
す。 

また同時にトランザクションデータの改竄防止と透明性の高い環境下での管理を実現できます。 

この正確性の高い計測技術を背景にリーズナブルかつ、汎用性が高い技術仕様として集約し、ブ
ロックチェーン技術を活用した DAppsとして公開、キャッシュバックサービスのみならず、デジ
タルマーケティング市場全体の課題解決とマーチャントのさらなる発展に寄与します。 

仮想通貨の課題と機会 

世界中の多くの人々が所有し、実際に世界中のあらゆる場所で支払いに使える仮想通貨は今現
在、存在していません。 

ユーザーは仮想通貨を所有するために仮想通貨の普及とトークンエコノミーの拡大の妨げにもな
っている激しいレートボラティリティによる投資リスクを受け入れなくてはならないことが原因
の 1つです。 

2つ目はユーザーが仮想通貨を支払いに使うために通貨ごとに対応した独自のウォレットを用意し
たり、ペイメントカードを発行しなくてはならなかったり、同時に店舗は専用の POSシステムな
どを導入する必要があることがその原因となっています。 

 

CIMは今まさにあなたが使っているさまざまな支払い手段に COINCOMEを通じて簡単にチャー
ジしたり交換したりすることができるようになります。 

そのためユーザーと店舗は特別に何か新しい手段を用意したり、導入する必要がありません。 

CIMは仮想通貨、法定通貨、あらゆる電子マネー、ポイントを中継する通貨になることによる実
生活での利便性と、前述の保有することによる実利の双方を兼ね備えた通貨となります。 

なお、COINCOMEで獲得（本ホワイトペーパーにおいて、CIMの「獲得」とは、運営体から無償
で付与される場合のみを意味し、市場から購入した場合は含みません。以後同様です。）した
CIMはウォレットに移行するまで自国の法定通貨にペッグされたポイントと同性質、CIM自体の
レート変動の影響を受けないため、価格変動リスクを気にする必要がありません（サービス提供
国の法定通貨にペッグするため〔日本版は日本円、シンガポール版はシンガポールドル〕、日本
居住のユーザーが日本版を利用するような一般的なケースでは為替変動リスクも生じませ
ん。）。  
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There�are�over
800

shops�&�se rvices
of�tie-up�partners

WHAT IS COINCOME ? 

分散型キャッシュバックサービス「COINCOME」 

 

 

いつものネットショッピングをするときに COINCOMEを経由してそれぞれのネットショップで
買い物をするだけで、CIMがもらえます。 

すでに対応するショップ、ブランド、サービスは日本版、シンガポール版合わせて 800以上にの
ぼり、現在も順次リアルタイムで追加され続けています。 
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他にも COINCOME上でオファーされるウェブサービスのアカウント登録、会員登録やアプリの
インストール、または銀行、証券、FX取引、仮想通貨取引所の口座を開設したり、資料請求をし
たり、他にもアンケートに回答したり、ネットで完結するかんたんな作業をしたり、友だちを招
待したり、さまざまな方法で CIMを獲得できます。 

 

さらに、COINCOMEの利用頻度や CIMの保有量に応じてボーナスが得られ、自動的に CIMが増
えていきます。(*7) 

このボーナスは当ホワイトペーパー後半でくわしく解説いたします。 

  

CIM 保有量に応じたボーナス

COINCOME 経由でショッピング さまざまな⼝座の開設・取引

様々なオファーへのアクション
サービス登録/�アプリインストール�/�友だちへ紹介

リサーチへの協⼒
ご⾃⾝の情報提供や質問への回答

COINCOMEの利⽤頻度に応じたボーナス

最⼤
+100%
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WHAT IS CIM ? 

日常の中で実際に使える、流動性の高いコイン“CIM” 
 
CIMはさまざまな電子マネーやカードにチャージ、あるいはポイントに交換し
て世界中で使えるようになります。他にもモバイルインターネットの料金を支払ったり、友だち
に送ったり、これからさまざまな、かしこい使い方を提供していきます。(*7) 

このように実際の生活シーンの中で役立つ利用方法はもちろん、仮想通貨、ブロックチェーン関
連サービスの入口にもなり高い流動性を創出いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、COINCOMEで獲得した CIMは COINCOME上のご自身のアカウントから任意のタイミン
グでウォレットに移行するか、電子マネーなどに交換するまでオフチェーンで法定通貨にペッグ
されたポイントとして管理されており、CIM自体のレート変動の影響を受けないため、価格変動
リスクを気にする必要がありません。 

電⼦マネー・カードへチャージ 個⼈間での送受信ポイント・ギフトへの交換

プロジェクトへの参加 ブロックチェーンゲームで利⽤仮想通貨・FX取引

なお、すでにCOINCOME日本版においては、獲得したCIMの交換先として電子マネーや
マイル、ギフトカード、ポイントなど様々な選択肢をご提供しています。 
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1.�COINCOME 2.�COINCOME

COINCOME 5000
�10% �

3.�

1�CIM�=�1.66�JPY
301�CIM

500 CIM

 
CASE EXAMPLE 

 
 

 

 

 
※上記図内の CIMのレートは例示であり、実際はリアルタイムで変動いたします 

 

CIMは当プロジェクト顧問弁護士および発行体所在国であるシンガポール現地カウンセルより、
シンガポールの法令および規制、特に証券先物法（Securities and Futures Act、以下、「SFA

法」）及び、2019年 1月 14日に議会で可決して成立した Payment Services Act（以下、「PSA

法」）（ただし、2019年 7月 30日現在未施行）、またはシンガポールの金融当局（Monetary 

Authority of Singapore、以下、「MAS」）の管轄下にあるその他の法令に基づく規制対象となる
可能性が低い、というリーガルオピニオンをMASに提出、その内容に異論がない旨の回答を頂戴
しております。 

一方で PSA法が施行された後、仮に CIMが、「Digital Payment Token」に該当するとされる場合
には、その取引規模に応じて、標準決済機関ライセンス（standard payment institution licence）ま
たは、大規模決済機関ライセンス（major payment institution licence）を取得する計画です。 

また、日本国内法においては CIMは資金決済法上の仮想通貨であり、且つユーティリティートー
クンであるため、CIMの発行や売買等各種取引について金融商品取引法は適用されません。 

なお、日本居住者に対して CIMと他の仮想通貨や法定通貨との交換機会の提供は、日本の仮想通
貨交換業登録業者を通じてのみ行う予定であり、COINCOME上でのユーザーへの CIMの付与は
仮想通貨交換業に該当せず、上述の CIMの日本で提供される用途も前払式支払手段および資金移
動業のいずれにも該当しないため、資金決済法の規制は及ばないというリーガルオピニオンの元
に運営しております。 

  



 
16 

BUSINESS MODEL OVERVIEW 

 
ネットショップやブランド、サービス提供元であるマーチャントと提携、ユーザーの送客に係る
広告収益の一部をユーザーに CIMとして還元します。 
 

 

ユーザーは獲得した CIMを前述のさまざまな電子マネーやポイントに交換できる他、CIMが仮想
通貨取引所に上場した後はその取引所を経由して他の仮想通貨や法定通貨に交換することも可能
となります。 

なお、現在はウォレットに移行する前の CIMポイントのみ交換可能となっており、正式版サービ
スのリリース後に CIMトークンの電子マネーやポイントへの交換機能も提供する予定です。 

上記は COINCOMEサービス内で採用している取引所のレートを元に交換されます。 
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また、この電子マネーやポイントへの交換時における交換手数料も収益の一部となり、ユーザー
へのボーナスなどに充当してまいります。 

このようにキャッシュバックサービスのビジネスモデルはマーチャントにとって新規ユーザーの
獲得、ならびに既存ユーザーの活性化に対して明確なメリットがあり、また主に成果報酬型のた
め費用対効果に関するリスクがないため、すでに多くのショップ、ブランド、サービスとの連携
が進んでいる大きな理由となっております。 
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OUR VALUE PROPOSITION 

MARKET OVERVIEWでも触れたとおり、キャッシュバックサービス市場は全世界で堅調に成長し
つづけている一方で、ユーザーの 71％がより良い条件のキャッシュバックを望んでいるという調
査結果があります。その理由として、 

① キャッシュバックの絶対額が低い 
② キャッシュバック条件を満たしたのにキャッシュバックがされない 

が挙げられ、①に関して全世界で展開されているキャッシュバックサービスにおける、ユーザー
の月間キャッシュバック獲得額の平均は約 10米ドル(*3)(*4)とされており、その金額自体が満足で
きる額ではないと感じていること、②に関しては前述のキャッシュバックサービスの根幹であ
る、いつ、だれが、どこで、なにを、いくら、購入したか、またはなにを利用したかを計測する
トラッキングシステムの構造的な課題によるトラッキング漏れが原因となっております。 

①に関して、過去運営してきた日本最大級のキャッシュバックサービスではさまざまなノウハウ
やメソッドをもとにユーザーあたり月間平均 3,000円相当のキャッシュバックを実現することが
できました。 

さらに②に関しても独自のトラッキングシステムによって解決し、COINCOMEでは既存のキャッ
シュバックサービスにはない COINCOMEだからこそ生まれる収益も原資として、ユーザーあた
り月間平均 50米ドル以上のキャッシュバックを実現してまいります。 

広告収益の⼀部を還元

平均 $10 弱 / ⽉

ショップ客中⼼
アフィリエイト収益

従来のキャッシュバックサイト

リサーチ・データ収益

調達原資

CIM レート差益

取引所・送客収益など

平均$50 相当以上 /⽉

カード発⾏などを含む幅
広いアフィリエイト収益
及びディスプレイ収益

・多数のマネタイズポイント、
最⾼⽔準の還元を実現する

・運営ノウハウを元に最も稼げる
サービス提供を実現する

5倍以上を
⽬指す
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また、それ以外にもキャッシュバックサービスには事業の構造上の欠陥からユーザー、および事
業者の双方にとって切実な課題がいくつもあります。 

最もわかりやすい課題の一つがキャッシュバックの期限切れ、ポイントの失効です。キャッシュ
バックサービス、ポイントサービスやクーポンなどを利用したことのある方々には非常にイメー
ジがつきやすいこの課題は、事業者目線での課題と密接に関わっています。 

事業者はユーザーに付与したキャッシュバック、ポイントを引当て負債として原価に計上しなく
てはならず、また資金決済法の観点からもそのように有効期限を設けざるを得ないのです。 

そのため、ユーザーに提供する還元サービスに量と時間軸の双方にて制約が存在しているので
す。 

また、ほとんどのキャッシュバックサービスではユーザーのキャッシュバックや保有するポイン
トのキャッシュアウト時に最低金額が設定されており、一定数以上サービスを利用しないと実際
にキャッシュバック自体を受けられず、結局期限切れや失効してしまうケースが少なくありませ
ん。 

一方 COINCOMEでは CIMの仮想通貨取引所上場後は最小数量からキャッシュアウトができるよ
うになります。 

それ以外にも、既存のキャッシュバックサービスと比較して COINCOMEではそれぞれ下記のよ
うな項目で総合的な優位性を担保いたします。 

ユーザー 事業者

・キャッシュバック期限切れ、ポイント失効なし

・保有するトークンの値上がり期待
・

・引当て負債による経営圧迫を解消

・収益機会の拡⼤

・台帳管理の不整合を解消、運営の効率化

・トラッキング課題 ( 精度・速度 )の解消

・還元額のベストレート

・より多くの報酬を獲得できる機会と⼿段の提供

企
業
努
⼒・

・⽇本国内最⼤⼿、会員 1,000 万⼈のサービス
運営実績

・強⼒なプレイヤーとのアライアンス構築
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COINCOME - CIM ECOSYSTEM 

CIM の流れ 

これまで説明してきた通り、ユーザーは COINCOMEを経由して CIMの獲得条件を満たすアクシ
ョンをすると CIMを獲得することができます。 

ユーザーは獲得した CIMを自身の COINCOMEアカウントからウォレットに移行するか、電子マ
ネーやポイントなどに交換するかを選択することができます。 

この際、前述のとおり移行するか交換するまでは法定通貨とペッグされており、例えば◯◯円相
当の CIMという形で保有していることになります。 

WHAT IS CIM ? でも解説したように COINCOMEのサービス上では CIMがポイントという形でオ
フチェーンで管理されており、ウォレットに移行する際、および電子マネーやポイントに交換す
る際に初めてその時点の CIMの COINCOMEがサービス内で採用する外部取引所のレートに応じ
て CIMを獲得することができるため、任意のタイミングまでレート変動のリスクを受けず、また
他の電子マネーやポイントに交換する際も CIMを介さずに行われるために市場の流動性には影響
がありません。 

 

また、ユーザーは獲得した CIMの保有量、および COINCOMEの利用頻度に応じて各種キャッシ
ュバックレートの向上、およびボーナスを得る機会が増えます。(*7) 

したがってユーザーは COINCOMEで CIMを獲得する他に自発的に市場から CIMを調達すること
によってそのメリットを最大限に享受することができるようになります。 

また、運営体は COINCOMEを通じて CIMをユーザーに付与しつづけるため、運営体が保有する
CIMの量は時間の経過とサービスの規模拡大に反比例して減少していきます。 

Exchanges

CIMの付与

CIMの購⼊

プリペイド・デビットカード
電⼦マネーなどへの
チャージ申請

広告費の⽀払い
（�法定通貨�or�CIM�）

CIMの購⼊

CIMの購⼊
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そのため減少分を補うために運営体も市場から CIMを調達することによって市場に流動性を生み
出します。 

最後に、パートナーであるマーチャントは CIMで広告費を支払うことも可能です。CIMで支払う
ことによって広告費のディスカウントやマーケティングデータの提供などの特典を得ることがで
きます。 

したがって、マーチャントも自発的に CIMを市場から調達することによってメリットを最大限に
享受することができるようになり、流動性にポジティブな影響を与えることになります。 

CIMはすべてのステークホルダーにとって調達する動機があり、私たちは CIMを保有するメリッ
トとなるさまざまな特典を提供し、流動性を最大化することに注力してまいります。 

このように、CIMのメリットを最大限に享受するためには仮想通貨取引所を介しての要素が多く
含まれる一方で、CIMは COINCOMEを通じて投資リスクなく誰でも得ることができるため、投
資経験の無い方々、とりわけ仮想通貨に触れたことの無い方々も気軽に触れられるきっかけにな
り、仮想通貨市場に関連するあらゆるサービス、企業にとってポジティブな影響を与えることに
なります。 

CIM の価値と COINCOME の相互関係 

COINCOMEはこれまで述べてきたとおり、既存のキャッシュバックサービスと同様のビジネスモ
デルです。 

現在キャッシュバック市場は 年率 20%以上の成長を続けており、市場の拡大に伴いユーザーの規
模が拡大します。 

さらに、他のキャッシュバックサービスに対する競合優位性を担保することにより、既存のキャ
ッシュバックサービスからのユーザーの流入も期待され、市場成長率以上の成長が見込まれま
す。 

また、COINCOMEの規模 = CIM経済圏となります。前述のとおり COINCOMEが成長、拡大す
るに伴い CIMの需要が増加し、そうすれば、CIMの市場価値の上昇に結び付きます。 
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さらに、COINCOMEはマーチャントも CIM経済圏へユーザーとして参入するので、さらなる
CIMの価値向上に寄与します。 

分散型キャッシュバックサービス 

COINCOMEはブロックチェーン基盤の台帳管理システム、トラッキングシステム、トークン交換
システムを開発、すでに部分的に導入、稼働しています。 

詳細は後述しますが、これらのソース、プロトコルによる DAppsをオープン化して COINCOME

自体のグローバル展開に加え、世界中の B to C、C to Cなどサービス形態を問わず会員、トラフィ
ック基盤を有する法人やインセンティブ機能を活用したい個人がコイン・トークンの種類を問わ
ず、幅広くキャッシュバックサービスを提供し、ロイヤルティーマーケティングを実施すること
ができるようになります。 

COINCOMEベース
分散型メディアの拡⼤
COINCOMEベース
分散型メディアの拡⼤

トークン交換 DApp

トークン交換
システム

ブロックチェーン基盤
台帳管理システム

ブロックチェーン基盤
トラッキングシステム

キャッシュバック
トラッキングDApps
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例えば、下記の図のように COINCOMEのキャッシュバック DAppsを活用して BTCや ETH、XRP

など、他のコイン・トークンをリワードとして採用したサービスをかんたんに導入することが可
能になります。 

 

これによって対象通貨をだれでも投資リスクなく得ることができ、その通貨のより一層の認知・
流動性・価値の向上にも寄与することができます。 

このように COINCOME – CIMの経済圏はすでに世界中で日々の生活における必需機能として拡大
しつづける Eコマースのユーザー、およびショップ、ブランド、ネットで提供されるあらゆるサ
ービスに付随し、親和性高くその価値を提供していくことによって飛躍的な拡大を実現すること
ができると確信しております。 

  

提携・連携

ショッピング トラベル予約

対応店舗での決済

XRPと他通貨の交換

モールへ訪問1

2 3

4

モール
例

モールを経由していつもの
ショッピングをする

XRPがもらえる
(他通貨も選択可能)

XRPを使う

ブロックチェーン基盤
台帳管理DApp

キャッシュバック
トラッキングDApp

COINCOMEキャッシュバックDApps
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BLOCKCHAIN BASED DAPPS 

COINCOMEは世界中における約 2兆 8,000万米ドルの EC市場の発展・成長のフォロワーである
キャッシュバックシステム及び約 2,400億米ドルの市場規模にのぼるデジタルマーケティングの
中枢を司るトラッキングシステムを再定義してまいります。 

キャッシュバック台帳管理システム 

キャッシュバックサービスを構成するブロックチェーンを活用した台帳管理システム、並びにト
ークン交換システムをキャッシュバック DAppsとしてパッケージ化して、前述の分散型キャッシ
ュバックサービスの展開を加速させてまいります。 

既存のキャッシュバックサービスの台帳管理システムにおいて、多くのデータトランザクション
が恒常的に発生していること、さまざまな不正アタックが頻発していること、複雑な運営・設定
などのオペレーションプロセスによりデータの不整合が日常的に頻発しており、運営の効率化を
図る上で大きな障害となっています。 

私たちの台帳管理システムでは不整合の解消だけでなく、サービスへの不正ログイン、不正アク
ションの防止、キャッシュバック交換先拡充の汎用性、キャッシュバックの反映スピード向上に
関して実証実験を行っております。 

トラッキングシステム 

PROBLEM AND OPPORTUNITY で触れたようにデジタルマーケティング市場における構造的な課
題の主要素となっているデータトラッキングの分野において、Cookieのみに依存しないまったく
新しいトラッキングシステムを構築・オープン化して世界中に展開し、下記の課題を解決してま
いります。 

l FAMGAなどグローバルプラットフォーマーによる不平等なデータ、権利、機会の寡占 
l 個人情報保護の観点におけるGDPR法への遵守、ITP への対応 
l タグマネジメント重層化により生じているトラッキング精度、データ不整合の解消 

既存のキャッシュバックサービスは Cookie依存のトラッキングシステムによってユーザーがキャ
ッシュバック条件を満たしたかどうかの計測を行っています。さらにデジタルマーケティングの
分野においても Cookieに依存した効果計測により成り立っています。 

しかしその手法では意図的な差異、予期しない構造変化や純粋なトラッキングデータ取得漏れを
引き起こしやすく、世界中で最大 20%にもなるアドフラウドの原因にもなっています。 

それを象徴するショッキングな出来事として、世界有数の一般消費財メーカーの 2社である P&G
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社が 41％、Unilever社が 59％デジタル広告費を削減したことを 2017年に発表したことは有名で
す。 

さらに Cookieによるトラッキングが個人情報保護の観点から Appleによって厳しく排除され、
GDPRの問題から近年益々難しくなってきました。 

本システムで管理される広告成果情報は、マーチャントが求める広告成果として契約される内容
そのものとなる為、本システムを利用するマーチャント・メディア共に正確性の担保は非常に重
要な要件となります。 

従来、これら正確性の担保はシステム運用会社が主体的に管理する事が前提となる秘匿性の高い
情報でした。 

これら前提を踏まえ透明性の高いプラットホームとしてブロックチェーンネットワークを活用し
悪意ある第三者による不正成果（アドフラウド）の防止を実現いたします。 

当トラッキングシステムによって実現されること 

l 不可逆性が高いブロックチェーンネットワークに成果を保存する事でトランザクションデータ
に対する改竄防止を実現 

l ブロックチェーンネットワークを活用することで保存された情報を恣意的に隠蔽すること無く
透明性の高い環境下での管理を実現 

l Cookie による取得情報とトランザクション ID（TxID）による取得情報をブロックチェーン
ネットワークに保存し照合することで広告成果取得における精度を向上し高い信頼性を確立 

l 正確性の高い計測技術を背景にリーズナブルかつ、汎用性が高い技術仕様として集約し今後、
ブロックチェーン技術を活用したオープンソースとして公開を予定 

なお現在、Apple社のブラウザに導入された ITPにより成果報酬型広告による本来取得されるべき
広告成果の計測が行えなくなる等の事象が多発しています。特に iOSシェア比率が 60%を超える
日本では軽視できない損害が発生しています。(*8) 

さらに取り締まりが強化された ITP2.2のリリースも既に行われており今後も強められる可能性が
ある為、COINCOMEでは本問題への解決策として、ブロックチェーンを利用し広告成果取得にお
ける Third Party Cookieの利用を廃止した独自の対応を実現しています。本方式は広告主サイトと
の成果取得連携において First Party Cookieを利用した成果取得を実現すると共に今後更なる ITP

対応の進化への対応としてトランザクション ID（TxID）を利用した API連携による計測手法を実
現いたします。 

また、Cookieとトランザクション ID（TxID）を併用する事により得られた広告成果情報を透明性
の高いブロックチェーンネットワークに保存しクロスチェックを行う事でより正確なコンバージ
ョン計測を実現いたします。 
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私たちはブロックチェーン基盤で各種データが保存、展開されることで、アドフラウドなどを含
む意図的な不作為、予期しない構造変化が起きづらいデータ構造体を構築し、COINCOMEユーザ
ーの能動的な情報提供もマージし、データ価値と利便性の向上を図ります。 

 

このトラッキングシステムは現在、実証実験を行っておりその効果性のモニタリングと改善、機
能の追加を行いながら、前述した台帳管理システムとともに DAppsとして共用化、様々なプレイ
ヤーの参入を促し、より健全で活発なデジタルマーケティングのグローバルな拡がりを支援して
まいります。それに際しては既存のデータマネジメントプラットフォームベンダー、アドネット
ワーク事業者、トラッキングシステム提供企業などとのコンソーシアム化も想定しています。 

活用・連携対象となる事業者・対象例 

l ASP（アフィリエイトサービスプロバイダー）事業者 

l DSP・SSP（デマンドサイドプラットフォーム・サプライサイドプラットフォーム）事業者 

l アドネットワーク・アドエクスチェンジ事業者 

l DMP（データマネジメントプラットフォーム）事業者 

l OMO（オンラインマージズオフライン）マーケティング事業者 

l メディア・SNSサービス事業者ならびに利用者 

トラッキング漏れの防⽌

⾼精度

より価値のあるデータ

⾼い信頼性

cookies トランザクション
ID
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現在 COINCOMEを構成するシステムにて活用しているブロックチェーンプラットフォームはイ
ーサリアムであり、速度、容量、コストの観点から、まずはデジタルマーケティングの分野でも
とりわけ ROIの観点から最重要指標であるコンバージョン、キャッシュバックサービスにおける
アクションの計測にフォーカスし、精度を向上させながらスマートデバイスを用いたオフライン
でのトラッキングにも対応してまいります。その後上記の速度、容量、コストの課題を解決でき
る独自開発、または他のプラットフォームを採用し、より多くのトランザクションが同時多発的
に発生する他のデータ種類、およびユーザーの許可を得て取得する各種データもマージしてマー
ケティングデータとしての活用方法、範囲を拡大してデジタルマーケティングのさらなる発展
と、データを提供するユーザーへのインセンティブスキームを元に新たな価値を提供してまいり
ます。 
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SERVICE’S MARKETING STRATEGY 

私たちはこれまでの運営実績から最も確度高く、且つ着実な事業の拡大が見込める日本と、国内
の流通環境が整っており、越境含む Eコマースがすでに広く浸透、さらに世界有数のキャッシュ
レス社会であることから COINCOMEに親和性が高く、また国土のサイズ、人種や文化が多様性
に富んでいる背景から精度高く実証実験を行いやすいシンガポールからサービスの提供を開始し
ております。 

これまでのキャッシュバックサービス運営実績から最も効率よくアクティブなユーザーを獲得で
きるチャネルは主にインフルエンサー、ブロガーを中心とした招待制度、ライフタイムコミッシ
ョンを含むアフィリエイト制度であり、日本とシンガポールともにそれらを軸にプロモーション
を行ってまいります。 

なお、シンガポールでは安定して高い広告効果を発揮する交通広告も活用したリアルでの認知の
拡大による潜在層への喚起とデジタルでの顕在層へのアプローチの二軸から一気にユーザーを拡
大してまいります。 

日本、およびシンガポールでの展開後、経済成長が著しく Eコマース市場およびデジタルマーケ
ティング市場も堅調に推移しているインドネシアなどの東南アジア各国、およびリワード・ポイ
ントサービスに親和性の高い韓国など東アジアへの展開も予定しております。 

なお、展開国、地域の選定、および優先順位は下記 5項目から総合的に判断、設定の上で進めて
まいります。 

l 顕在的、潜在的ともに Eコマース市場の成長が見込まれる 
l 支払いのキャッシュレス化を推進している、あるいは普及している 
l 仮想通貨、ブロックチェーンに対して国、政府として広くポジティブな姿勢を示している 
l リワード、ロイヤルティマーケティングに親和性が高い、あるいは高いと想定される文化で、
法制度が整備されている 

l 地場に強い提携パートナーが存在している、あるいは獲得できる 

そして、これら横への展開に加えて、ユーザーの可処分所得最大化を目的としたさまざまな CIM

を軸とした商品およびサービスの提供してまいります。 
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BUSINESS PLAN 

2019 年 8月からの 3カ年にて累計約 1,600 億円の EC流通を創出し、会員数は 2020 年 7月末
に 40万人（日本版 20万人、東南アジア版 20万人）、2021 年 7月末で 123 万人（日本版 54
万人、東南アジア版 69万人）、2022 年 7月末時点で 207 万人（日本版 91万人、東南アジア
版 116 万人）を目指します。 
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ROADMAP 

当プロジェクトは 2018年 3月の発足当初から「広報・PR活動よりプロダクトを早々に構築し、
実サービスとして提供する」ことに注力し、2019年 5月にオープンベータ版をリリース、「実際
にプロダクトが稼働、サービスインしている」状態を実現しています。 

それ以外にもさまざまなキープレイヤーとの事業提携も順調に進んでおり、引き続きサービス上
で提供する機能、価値を最大化してまいります。 

 

 

 

Mid�of�2020

2018.12

2019.01

DApps

Spring�of�2020

2018.10

Mid�of�2019

Fall�of�2019

Fall�of�2020
DApp

2019.052019.05

Fall�of�2019

GLOBAL

CIM
Mid�of�2019

Mid�of�2020

JAPAN



 
31 

今後は特に以下の 3つに注力して実際の事業展開を強化してまいります。 

l COINCOMEユーザーの可処分所得を最大化する、さまざまな稼ぐ機会の創出 
l 機会最大化のためのサービス品質の向上、提携パートナーの拡充 
l COINCOMEの他国展開と分散型DApps の提供によるユーザーおよび経済圏の拡大 

まずは正式版サービスのリリース時より提供する CIMの保有量、COINCOMEの利用頻度に応じ
たボーナスの提供、キャッシュバックレートが向上するステイタス制度の導入、ウォレットの提
供を 2019年内に実現する予定です。 

同時並行にてサービスの品質向上、並びにキャッシュバック額向上、対象の選択肢拡大を目的と
した提携パートナーの拡充を進めてまいります。 

2020年より COINCOMEサービスの他国展開、および DAppsの提供による経済圏を拡大するフ
ェーズに突入してまいります。 

さらにはトラッキングシステムのアップデートによるユーザースコア機能を追加、デジタルマー
ケティング市場の再定義、およびユーザー自身の情報提供に応じた革新的なインセンティブ制度
の導入、オフラインも包括してその規模をさらに拡大してまいります。 

COINCOMEはその提供する価値の特性上、展開する各国の法規制の動向を踏まえながら各国にお
ける銀行業、電子決済等代行業、資金移動業、仮想通貨交換業などの各種ライセンスを取得して
いくことも検討しております。 
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ALLIANCE PARTNERS 

 
 
 
CIMの上場先取引所である Liquid Globalをはじめ、各社と業務提携を結んでいます。 
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THE TEAM AND ADVISOR 

  

金光 善浩 

CEO / Founder 

元リアルワールド（TYO: 3691）- 取締役, 元フォ
ーランドフォレックス（現 楽天証券） 

東本 和人 

CFO / Makers Farm Japan代表取締役 

元リアルワールド（TYO: 3691）- 取締役, 元マク
ロミル（TYO: 3978）, 元カプコン（TYO: 

9697）, 元ユナイテッド（TYO: 2497）- 執行役
員, 元セプテーニ（TYO: 4293） 

タイレルシステムズ 

Product 

永久不滅.com（セゾンポイントモール）, 
TREASURE DATA開発 

TOMOSIA VIET NAM Co., Ltd. 
Product 

ベトナムのハノイ・ダナンを拠点とするシステム開発
会社（WEB・アプリ・スクレイピング開発ほか） 

濱田 光貴 
パートナー＆アドバイザー 

オプトベンチャーズ - プリンシパル 

花水 康 
法律顧問 

アンダーソン毛利友常法律事務所 - シンガポール
オフィス代表 
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森 和孝 

Makers Farm Japan 監査役 

法律事務所「ONE ASIA LAWYERS」Head Fintech 
& ICO team所属 - 弁護士 

齊藤 育枝 
プロダクトマネージメント 

元楽天リサーチ（現 楽天インサイト）, アイスタ
イル（TYO: 3660） - プロダクトマネージャー 

雨宮 昇志 
マーケティング＆セールス 

元リアルワールド, 元 ECメディア企業 -  
ポイント事業・越境 EC事業責任者 

岩本 千代美 

デザイン＆PR 

元 専門商社広報担当 
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CIM GRANT RATIO AND FUNDING PURPOSE 

 

 

※上記トークンセールはシンガポールでのみの実施となります 

※過半数を占めるキャッシュバック用プールは運営体による売却などその他の用途には一切用い
ません。 

  

CIM の付与割合

単位：CIM

50%
20%

26%

COINCOME
キャッシュバック⽤プール ※1�
12,500,000,000

チーム、パートナー、
アドバイザー
�6,500,000,000

マーケティング⽤プール
�5,000,000,000

4%
トークンセール
�1,000,000,000

※1：主にCOINCOME 上でのキャッシュバックに利⽤されます。運営による売却は⼀切⾏いません。
  ���また、マーケットの状況によって⼀部 Burnする可能性があります。
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SALE DETAILS, USE OF PROCEEDS, TOKEN 
DISTRIBUTION 

 
 

 
 
※上記プライベートセールはシンガポールでのみの実施となります  
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MEET US ON 

プロジェクト ： https://cimcome.io/  

サービス ： https://cimcome.jp/（日本版） 

      https://cimcome.sg/（シンガポール版） 

ブログ  ： https://blog.cimcome.io/ 

Twitter  ： https://twitter.com/cimcome_japan（日本版） 

      https://twitter.com/cimcome（Global版） 

Telegram ： https://t.me/cimcome（公式チャンネル） 

      https://t.me/cimcome_official（公式グループ） 

Facebook ： https://www.facebook.com/cimcome 
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*1  "The impact of e-commerce on international trade and employment" 
 
*2  "Worldwide Retail and Ecommerce Sales: eMarketer's Updated Forecast and New Mcommerce Estimates for 
2016—2021" 
 
*3  “The State of Cashback Offers” 
 
*4  "2015 Cashback Industry Report" 
 
*5  世界の広告費成長率予測（2018～2020） 
 
*6  世界の巨大広告主も警鐘を鳴らすアドフラウド問題。日本のマーケターはどうすべきか？ 
 
*7  CIMはシンガポールMASガイドラインとDTOガイドラインにおけるセキュリティートークン、 
    デジタルペイメントトークンには該当する可能性が低く、ユーティリティートークンに該当すると 
    見立てられる顧問弁護士によるリーガルオピニオンを元に運営しております。 
 
*8  スマートフォン・PCシェアデータBOOK 

https://cimcome.io/ja/index.html
https://cimcome.jp/
https://cimcome.sg/
https://blog.cimcome.io/ja/
https://twitter.com/cimcome_japan
https://twitter.com/cimcome
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https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1877042811015382?via%3Dihub
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https://www.retailmenot.com/corp/static/8643c0/filer_public/6b/31/6b31ada9-d3af-43bf-b756-2e9c5a0dad2c/the_state_of_cash_back_offers.pdf
http://www.cashbackindustryreport.com/
https://www.dentsu.co.jp/news/release/2019/0111-009729.html
https://webtan.impress.co.jp/e/2017/12/25/27757
https://webrage.jp/othersdl/share_databook/

